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はじめに

すでに昨年度の業績報告書でのべたことであるが,本研究の目的は縄文時代における土

器型式のAMS14C年代をあきらかにすることである (山本1997).

その方法は,土器型式が明確な縄文土器に付着した炭化物を試料 に､タンデ トロン加速

器質量分析計 (AMS)で14C 年代測定をおこなうものである.この方法自体は中村俊夫氏

によって開発されたもので,すでに2遺跡について14C年代測定が実施され,すぐれた研究

成果が報告されている (中村 ･中井ほか1990,中村 ･岩花1990).わたしの場合も,試料

調整か ら測定にいたるまで,基本的にはこの方法にしたがうものである.異なる点は,戻

化物が付着している縄文土器ならばどれでもよいというわけではなく,土器型式が明確な

縄文土器に限定 している点である.当然のことであるが,おなじ型式名でもその内容が研

究者によって異なっている場合がある.それで土器型式を再検討できるように,試料を採

取した縄文土器の実測図 ･拓本 ･写真を掲載することを基本としている.

今年度は北陸地方の後 ･晩期の遺跡を対象とし,とりあげた遺跡は気屋 (米沢1996) ･

御経壕 (高堀1983) ･米泉 (西野1989) ･下野 (吉岡1971)の4遺跡である (表1-3,図

1). これらはいずれも石川県に所在し,北陸の後 ･晩期を代表する遺跡である.なお,こ

こで表の試料番号のつけかたについて説明しておきたい. ｢17KYOl｣をとりあげて解説

すると, ｢17｣は 『日本考古学年報』の ｢各都道府県の動向｣における都道府県番号で,

｢17｣は石川県をあらわしている (日本考古学協会1997). ｢KY｣は気屋遺跡 ｢KiYa｣

の大文字をとったもので, ｢01｣は気屋遺跡のなかでの試料を採取した順番である.

1.試料調整と14C 年代測定

以下に,試料採取 ･試料調整 ･14C年代測定の手順についてのべていくことにする.

基本的には昨年度 とおなじであるが,表1にみ られるように,最初に170Z04か ら

170KD12を化学処理したところ,そのほとんどがアルカリにとけてしまって炭成分が抽出

できなかった.それで これ らについてはフミン酸を抽出した.つぎに170KD16か ら

170KD06では,試料がアルカリにとけてしまう危険性が当然予想されたので,遠心機を使

用してフミン酸 と炭成分の混合を採集した.その後測定を実施したところ,フミン酸では

他所に由来するあたらしいフミン酸の影響をうけたためか,良好な測定値がえられなかっ

た.この結果をうけて,フミン酸と炭成分の混合でもフミン酸がわるい影響をおよぼす こ
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とも想定できた.そこで17()KDOlか ら170KD06については,フミン酸と炭成分の混合の

うちCO2化のために7mg前後採取したのこりを再度アルカル処理 して炭成分のみを抽出し,

測定に供したものである.

(1)試料の採取

まず,土器型式が明確で,炭化物が付着している縄文土器をえらびだす.アルミホイー

ルをひろげ,スパーテルおよび有柄針をつかって付着炭化物をその上にこそげおとす.炭

表 l 縄文時代後 ･晩期採取試料一覧表 (重量の単位はmg.Kは炭成分とフミン酸の混合をあらわす)

試料番号 遺跡名 時期 土器型式 器種 付着部位 試料重量 種類 重量 挿図番号

170ZO4 尾添 後期 中津 深鉢 外面 ･口綾部

17KYOl 気屋 後期 気屋 深鉢 内面 ･底胴下半

17KYO5 気屋 後期 気屋 深鉢 内面 ･胴部下半

170KD23 御経塚 後期 加曾利Bl深鉢 外面 ･口縁部

170KD24 御経塚 後期 加曾利Bl深鉢 内面 ･口綾部

17m IOl 米泉 後期 酒見 深鉢 内面 ･底胴下半

170KD13 御経塚 後期 井口 Ⅰ 深鉢 内面 ･胴部

170KDll 御経塚 後期 井口Ⅲ 深鉢 外面 ･口縁部

170KD12 御経塚 後期 井口Ⅲ 深鉢 内面 ･胴部

21.27 消失

24.79 炭成分

54.94 フミン酸

218.67 フミン酸

66.12 消失

73.08 フミン酸

計測不能

1.71

5.22≦

10.08≦

計測不能

12.00≦ 図ト1

88.48 フミン酸 9.93≦ 図1-2

30.73 消失 計測不能 図1-3

102.16 フミン酸 5.93≦ 図1-4

170KD16 御経塚 後期 八日市 1

170KD19 御経塚 後期 八日市Ⅱ

170KDO7 御経塚 晩期 御経塚

170KDOl 御経塚 晩期 中屋 Ⅰ

170KDO2 御経塚 晩期 中屋Ⅲ

17SMNOl 下野 晩期 下野古

深鉢 内面 ･口縁部

深鉢 内面 ･口綾部

深鉢 外面 ･胴部上半

深鉢 内面 ･胴部

深鉢 内面 ･胴部下半

深鉢 外面 ･胴部

170KDO6 御経塚 晩期 下野新 深鉢 外面 ･口縁部

29.50 混合 6.63

46.39 混 合 10.58

99.96 混 合 41.69 図1-7

154.89 混合 83.09 図1-8

154.50 混合 65.93 図1-9

69.54 混合 27.33

122.11 混合 66.26 図ト6

170KDOl 御経塚 晩期 中屋 Ⅰ 深鉢 内面 ･胴部 K75.94 炭成分 1.11 図118

170KDO2 御経塚 晩期 中屋Ⅲ 深鉢 内面 ･胴部下半 K58.75 炭成分 4.96 図ト9

170KDO6 御経塚 晩期 下野新 深鉢 外面 ･口綾部 K59.27 炭成分 22.50 図1-6

170KDIO 御経塚 後期 井口Ⅱ 深鉢 内面 ･胴部 170.94 炭成分 6.41 図1-5
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化物をアルミホイールで二重につつむ.外側のアルミホイールに試料番号を記名する.

チャックつきのビニール袋にいれておく.試料を採取した縄文土器の拓本と写真をとる.

報告書が刊行されているもの,実測図があるものはそれをつかう.採取した試料の詳細は

表 2 縄文時代後期採取試料一覧表 (重量の単位はmg.Kは炭成分とフミン酸の混合をあらわす)

試料番号 遺跡名 時期 土器型式 器種 付着部位 試料重量 種類 重量 挿図番号

170ZO4 尾添 後期 中津 深鉢 外面 ･口綾部

17KYOl 気屋 後期 気屋 深鉢 内面 ･底胴下半

17KYO5 気屋 後期 気屋 深鉢 内面 ･胴部下半

170KD23 御経塚 後期 加曾利Bl深鉢 外面 ･口綾部

170KD24 御経塚 後期 加曾利Bl深鉢 内面 ･口綾部

17YNIOl 米泉 後期 酒見

170KD13 御経塚 後期 井口Ⅰ

170KDIO 御経塚 後期 井口Ⅲ

170KDll 御経塚 後期 井口Ⅲ

170KD12 御経塚 後期 井口Ⅲ

170KD16 御経塚 後期 八日市 Ⅰ

深鉢 内面 ･底胴下半

深鉢 内面 ･胴部

深鉢 内面 ･胴部

深鉢 外面 ･口綾部

深鉢 内面 ･胴部

深鉢 内面 ･口綾部

170KD19 御経塚 後期 八日市Ⅱ 深鉢 内面 ･口綾部

21.27 消失 計測不能

24.79 炭成分 1.71

54.94 フミン酸 5.22≦

218.67 フミン酸 10.08≦

66.12 消失 計測不能

73.08 フミン酸 12.00≦ 図ト1

88.48 フミン酸 9.93≦ 図ト2

170.94 炭成分 6.41 図ト5

30.73 消失 計測不能 図ト3

102.16 フミン酸 5.93≦ 図ト4

29.50 混合 6.63

46.39 混合 10.58

表 3 縄文時代晩期採取試料一覧表 (重量の単位はmg.Kは炭成分とフミン酸の混合をあらわす)

試料番号 遺跡名 時期 土器型式 器種 付着部位 試料重量 種類 重量 挿図番号

170KDO7 御経塚

170KDOl 御経塚

170KDOl 御経塚

170KDO2 御経塚

170KDO2 御経塚

17SMNOl 下野

170KDO6 御経塚

170KDO6 御経塚

晩期 御経塚

晩期 中屋 Ⅰ

晩期 中屋 Ⅰ

晩期 中屋Ⅱ

晩期 中屋Ⅱ

晩期 下野古

晩期 下野新

晩期 下野新

深鉢 外面 ･胴部上半

深鉢 内面 ･胴部

深鉢 内面 ･胴部

深鉢 内面 ･胴部下半

深鉢 内面 ･胴部下半

深鉢 外面 ･胴部

深鉢 外面 ･口綾部

深鉢 外面 ･口縁部

99.96 混合 41.69 図ト7

154.89 混合 83.09 図ト8

K75.94 炭成分 1.11 図1-8

154.50 混合 65.93 図1-9

K58.75 炭成分 4.96 図ト9

69.54 混合 27.33

122.11 混合 66.26 図1-6

K59.27 炭成分 22.50 図ト6
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図 1 米泉遺跡 ･御経塚遺跡出土縄文土器 (1 米泉,2～9 御経塚･縮尺1:6)
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表1-3および図1にしめすとおりである.

(2)試料の調整

(a)試料に付着した土壌の除去である.最初に炭化物の重量を測定し,それを蒸留水中

で超音波洗浄して細かな土壌を分散させた.

(b)酸処理とアルカリ処理である.1.2規定塩酸による処理 (120℃,1時間)を2回くり

かえし,炭酸塩などを溶解 ･除去した.0.4規定水酸化ナトリウム水溶液による処理 (120

℃,1.5-2時間)を8-10回くりかえし,アルカリ可溶成分を除去した.1.2規定塩酸によ

る処理 (120℃,1時間)を2回くりかえし,蒸留水による洗浄 (120℃,1.5-2時間)を3

-4回おこない,オーブンで乾燥させた.

(C)試料が水酸化ナトリウム水溶液に溶解していまい,良好な乾燥炭化物がえられなかっ

た試料については,フミン酸と炭成分の混合あるいはフミン酸を抽出した.

(d)試料のCO2化の工程である.炭成分 ･フミン酸 ･フミン酸と炭成分の混合の3種類

のいずれかから試料のCO2化をこころみた.

それらを計量 し,一方では線状酸化銅940-980g (470-490gx2)をはかりとり,そ

れらを9mmバイコール管につめる.それを真空ラインに接続し,真空にひいて封じきった.

これを電気炉 (950℃)で約2時間加熱し,試料をガス (CO 2 )化した.加熱後のバイコー

ル管を二酸化炭素精製用の真空ラインにつなぎ,ラインにいれた試料ガスか らエタ-ノー

ルでH20を,ペンタンでS02などの不純ガスをとりのぞいた.精製されたC02のうち量

が多いものについては2本の6mmパイレックス管にわけて捕集した.そのうちの1本をグラファ

イ ト化に使用し,もう1本は予備とした.

(e)標準体のCO2化の工程である.14C濃度の標準体として,NBS篠酸 (RM49:通称

new)をもちいた.そのCO2 化については,基本的には試料のCO2化とおなじである･

NBS穆酸 (RM49:通称new)16-17mgと線状酸化銅540-570g (550g前後)をはかりと

り,9mmパイレックス管につめる.それを真空ラインに接続し,真空にひいて封じきった.

これを電気炉で2時間450℃で加熱し,CO2化した.加熱後のパイレックス管を二酸化炭素

精製用の真空ラインにつなぎ,ラインにいれたガスからエタ-ノールでH20をとりのぞい

た.なおH20以外に不純ガスがないため,ペンタントラップはおこなっていない･精製さ

れた3mg前後のC02を,2本の6mmパイレックス管にわけて捕集した･

(f)グラファイ ト化に先だっ再還元である.6皿mXIOmmバイコールカップにFe粉末を

1.34-1.84mgいれ カップごと9mmバイコール管の底にいれる.これを真空ラインに接続し

て排気 し,真空がよくなったら0.5気圧のH2をいれ,コックをしめて真空ラインからとり

はずす.このあとバイコール管の下部を,電気炉 (450℃)で1時間以上加熱した.

(g)試料および標準体から精製したC0 2のグラファイ ト化である･C02がはいった6mmパイ

レックス管と再還元ずみのFe粉末がはいった9mmバイコール管を真空ラインに接続し,真空

にひく･C0 2をラインに導入し,Fe粉末がはいった9nmバイコール管に液体窒素で捕集する･
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そこにH2をいれ,H2/CO2比が2.1になる位置で封じきる･なお,このときC02の一部を

わけとり, 613Cの測定に使用した.さらにこのバイコール管の下部を電気炉 (650℃)で6

時間以上加熱し,グラファイ トを生成した.

(h)ターゲ ットの作製である.生成したグラファイ トを専用の手動圧縮装置をもちいて

圧縮し,ターゲットを作製した.

表4 縄文時代後期測定結果一覧表

試料番号 遺跡 土器型式

17KYOl 気屋 気屋

17KYO5 気屋 気屋

170KD23 御経塚 加曾利Bl

17YNIOl 米泉 酒見

170KD13 御経塚 井口1

170KDIO 御経塚 井口Ⅱ

170KD12 御経塚 井口Ⅱ

170KD16 御経塚 八日市新保 1

170KD19 御経塚 八日市新保Ⅱ

種類 重量 613C(‰) 14cyrBP 測定コー ド番号

炭成分 1.71 未測定

フミン酸 5.22≦ 未測定

フミン酸 10.08≦ 未測定

フミン酸 12.00≦ 未測定

フミン酸 9.93≦ 未測定

炭成分 6.41 未測定

フミン酸 5.93≦ 未測定

混合 6.63 未測定

混合 10.58 未測定

3530±130 NUTA-5649

3460±110 NUTA-5483

3070±90 NUTA-5484

3140±120 NUTA-5482

2710±120 NUTA-5485

3230±100 NUTA-5647

2720±110 NUTA-5486

3030±90 NUTA-5526

3410±100 NUTA-5527

表5 縄文時代晩期測定結果一覧表

試料番号 遺跡 土器型式 種類 重量 613C(‰) 14cyrBP 測定コー ド番号

170KDO7 御経塚 御経塚 混合 41.69

170KDOl 御経塚 中屋 Ⅰ 混 合 83.09

170KDOl 御経塚 中屋 Ⅰ 炭成分 1.ll

170KDO2 御経塚 中屋Ⅱ 混合 65.93

170KDO2 御経塚 中屋Ⅱ 炭成分 4.96

17SMNOl 下野 下野 (古) 混合 27.33

170KDO6 御経塚 下野 (新) 混合 66.26

170KDO6 御経塚 下野 (新) 炭成分 22.50

未測定 2950±120 NUTA-5530

未測定 2670±110 NUTA-5531

未測定 3510±130 NUTA-5644

未測定 2740±120 NUTA-5532

未測定 2690±100 NUTA-5645

未測定 2600±100 NUTA-5528

未測定 2710±100 NUTA-5529

未測定 2700±80 NUTA-5646
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(3)14C年代測定

このように調整したグラファイ トターゲットについては,名古屋大学年代資料研究セン

ターに設置されているタンデ トロン加速器質量分析計を利用して14C年代測定をおこなった.

14C年代値は半減期5568年をもちいて算出し,西暦1950年からさかのぼった年数でしめし

ている.測定誤差は1標準偏差 (16)でしめしている.また,一部の試料についてはトリ

プルコレクタ一式気体用質量分析計により613C値を測定し,炭素同位体の質量分別効果を

補正した.なお,ほとんどの試料は613Cが末測定のために補正をおこなっていない.

2.測定の結果

1997年10月から12月にかけて17点について測定を実施したが,その結果は表4･5のと

おりである.

最初に,信悪性の高い測定値について記述していくことにする.後期気屋式に属する試

料番号17KYOlと17KY05は,両者とも3500±120年BPの測定値がでている.170KDO2

(晩期中屋 Ⅱ式)では,炭成分と混合それぞれについて測定を実施したところ,2点 とも

2700±120年BPという結果がえられた.170KDO6(晩期下野式の大洞A式並行期)でも

同様に実施したところ,2点とも2700±90年BPという測定値がえられた.
′

つぎに,信頼度の低い測定値について記述 していく.170KD23 (後期加曽利Bl式並行

期) ･17m Ol(後期酒見式) ･170KD13(後期井口Ⅰ式) ･170KD12(後期井口Ⅱ式)

の4サ ンプルはいずれも後期に属するが,かなりあたらしい測定値がでている.この原因と

しては,4点ともフミン酸をもとに測定しているために,他所からはこぼれてきたわかい年

代の有機物 (フミン酸)が これらの炭化物に吸着されたことによって生じたものと推測さ

れる.一方,後期八日市新保Ⅱ式の170KD19と晩期中屋 Ⅰ式の170KDO1(炭成分)では,

中央値が3400-3500年BPとかなり古い測定値がでており,この原因は不明である.

さらに,おおむね妥当な測定値,信用するにたりうる測定値についてのべる.170KDIO

(後期井口Ⅱ式) ･170KD16(後期八日市新保 Ⅰ式)および170KDO7(晩期御経塚式)

の3測定値は,前後の年代とも矛盾をきたさず,おおむね妥当である.

最後に,判断にまよう測定値についてのべることにする.第一に,晩期中屋 Ⅰ式の

170KDOl(混合)の測定値は,後続する土器型式の中屋 Ⅱ式 (170KDO2)や晩期最終末

下野式の大洞A式並行期 (170KDO6)とほぼおなじとなっている.第二に,下野式のなか

でも古い様相をしめす17SMNOl(大洞C2式～大洞A式並行期)の測定値が,あたらしい段

階の170KDO6(大洞A式並行期)よりも中央値で100年新しくなっている.

3.まとめ

昨年度と今年度の2年間にわたって,北陸地方の土器型式の明確な縄文土器に付着した炭

化物を試料にAMS14C年代測定をおこなってきており,それらのなかで信頼度の低い測定値
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表 6 北陸の縄文中期～晩期土器型式のAMS14C年代一覧表

試料番号 遺跡 時期 土器型式 種類 重量 613C(‰) 14cyrBP 測定コー ド番号

17KTDO3 北塚 中期 古府Ⅲ

17KTDOl 北塚 中期 古串田新

17KTDO6 北塚 中期 串田新 1

17KTDO4 北塚 中期 大杉谷

17KYOl 気屋 後期 気屋

17KYO5 気屋 後期 気屋

170KDIO 御経塚 後期 井口Ⅲ

フミン酸 13.22 末測定 4840±90

炭成分 25.45 -22.47 4490±130

フミン酸 13.13 未測定 4390±110

炭成分 9.51 -23.62 4040±90

NUTA-4941

NUTA-4940

NUTA-4943

NUTA-4942

炭成分 1.71 未測定 3530±130

フミン酸 5.22≦ 未測定 3460±110

炭成分 6.41 未測定 3230±100

170KD16 御経塚 後期 八日市新保 Ⅰ 混合 6.63 未測定 3030±90

170KDO7 御経塚 晩期 御経塚

170KDOl 御経塚 晩期 中屋 1

170KDO2 御経塚 晩期 中屋Ⅲ

170KDO2 御経塚 晩期 中屋Ⅲ

17SMNOl 下野 晩期 下野 (古)

170KDO6 御経塚 晩期 下野 (新)

NUTA-5649

NUTA-5483

NUTA-5647

NUTA-5526

混合 41.69 未測定 2950±120 NUTA-5530

混合 83.09 未測定 2670±110 NUTA-5531

混合 65.93 未測定 2740±120 NUTA-5532

炭成分 4.96

混合 27.33

混合 66.26

170KDO6 御経塚 晩期 下野 (新) 炭成分 22.50

未測定 2690±100

未測定 2600±100

未測定 2710±100

未測定 2700±80

NUTA-5645

NUm -5528

NUTA-5529

NUTA-5646

測定値を除外して作表したものが表6である.

この表をもとに若干の考察をこころみることにする.

まずは各時期の境界について言及する.中期と後期の境界に関しては,中期末の串田新

Ⅱ式や後期初頭の前田式 ･中津式の測定をおこなっていないために確実なことはいえない

が,3700-3800±100年BPと推定される.後期と晩期の境界は3000±100年BP,晩期終

末は2700-2600±100年BPにおかれることが推測される.

つぎに,後期後半から晩期にかけては御経塚遺跡の試料をもとに測定を実施しており,

御経塚遺跡における集落の存続期間,すなわち人びとの居住期間について考えてみること

にする.最初に事実関係を確認すると,後期末の八日市新保 Ⅰ式と晩期初頭の御経塚式の

測定値をみると,きわめて近い測定値となっている.また中屋式から下野式まで3-5型式

想定されるが,これらの型式に関する測定値は5点ともかなり近似している.これらのこと

から,井口Ⅱ式をもって集落が一度とだえ,約200年後八日市新保 Ⅰ式になってもう一度集
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落が形成され,御経塚式まで継続したもののふたたび廃絶し,約300年後の中屋式の時期に

集落がふたたび形成され,下野式までの短かい期間存続したと推測される.

上記にのべた ことはあくまでわずかな点数の測定値をもとにした考察であるので,今後

測定数をふやしていけば,ちがった結論がえられることも十分に予想される.
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Thepurposeofthispaperistoreportradiocarbonageforcharredcarbonaceous

residueonthesurfaceofdeepbowlsintheIAteandIAteStJomon,whichwere

foundinlshikawaPrefecture.Solid-carbonandHumic-acidingredientswere
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